
報道発表

情報通信研究機構アジア研究連携センターの開設一周年記念式典のご案内
― アジア地域での産学官研究連携による研究成果を発表 ―

平成16年6月23日

NICT初の海外研究拠点であるアジア研究連携センターでは、この１年間で、第１回国際ネットワーキング技
術ワークショップ、アジア太平洋移動通信セミナー（AP-NeGeMo2004）、第25回バンコクモーターショーに併
せて開催されたＩＴＳシンポジウム、アジアオープンソースソフトウエアーシンポジウムなどの開催・共催を精力
的に行い、アジア地域との連携を深めました。タイ自然言語ラボラトリーでは、タイ国情報通信技術大臣を招
待し、年次報告会を実施しました。シンガポールの無線通信ラボラトリーでは、高度道路交通システム（ＩＴＳ）
や新世代モバイルのための無線通信技術の要素技術について室内実験設備を整備し、実験研究を進め、
多くの成果を国際学会に発表致しました。 

また、アジア研究連携センターでは、平成15年9月18日にNECTEC（タイ国家電子コンピュータ技術センター）
と、平成16年3月25日にマレーシア・マルチメディア大学（MMU）との間で、研究協力に関する包括的覚書を交
換し、双方で関心のある研究課題での研究協力を進めています。 

NICTは、産学官を結集した研究開発をグローバルに展開する最初の拠点として、アジア研究連携センター及
び２つのラボラトリーを活用し、今後も国際研究連携を強化していきます。 

独立行政法人情報通信研究機構(以下、NICT。理事長：長尾 真)は、海外拠点としてアジア研究連携セ
ンター及びタイ自然言語ラボラトリーをタイ国に、無線通信ラボラトリーをシンガポール共和国に設立し、
開設一周年を迎えました。
この度、NICTアジア研究連携センターの開設一周年記念式典をタイ国バンコク市にて6月30日に開催し、
アジア地域での産学官研究連携による研究成果の発表を行います。

NICTアジア研究連携センターの開設一周年記念式典

日 時： 平成16年6月30日（水）9時～14時

場 所： シャングリラホテル（タイ国バンコク市内）

臨席予定者： 竹田総務省総合通信基盤局電波部長
高田在タイ日本国大使館次席公使
ゴーン タイ国科学技術大臣
スラポン タイ国情報通信技術大臣
ナラヤン アジア・太平洋電気通信共同体事務局長
パイラット タイ国家科学技術開発庁長官 等

＜問い合わせ先＞
総務部広報室
柳光（リュウコウ）広文
大野由樹子
Tel：042-327-6923
Fax：042-327-7587

＜式典内容問い合わせ先＞
総合企画部戦略企画室
菅谷明彦
Tel：042-327-6923
Fax：042-327-7587 

アジア研究連携センター
吉本 繁壽
Tel：+66-2564-6950
Fax：+66-2564-6952 



別 紙

情報通信研究機構アジア研究連携センター１周年記念式典プログラム

開 催 日：2004年6月30日（水）
開催場所：シャングリラホテル（タイ国バンコク市内）Ballroom I 

8:30 受付 

＜式典の部＞

＜成果発表の部＞

参考資料

アジア研究連携センターの概要

＜設立の背景＞

NICTは、情報通信に関する総合的な研究開発を通じた国際社会への貢献を使命の一つとしており、
国際的に産学官を結集し、研究開発を推進する機能、いわゆるオープンプラットフォーム機能の構築を
目指し、アジア発の国際標準を目標に標準化機関、大学及び研究機関との連携を深めていくこととして
います。この目的のためアジア地域での優秀な人材の発掘、研究者交流、技術移転などを行うアジア
研究連携センターを設置しています。 

＜センターの役割＞

日本におけるリサーチパークなど産学官連携体制を基盤に海外のサイエンスパークと連携し、面的な
広がりを持った連携を実施します。このためCRLアジア研究連携センターが海外のサイエンスパークで
産学官の連携の核となり、産や学に十分な利益をもたらすよう努めます。 

アジア地域に適した課題や標準化を視野に入れた課題を選定して自ら研究開発を実施し、アジア地域
の優秀な研究者の確保に努めます。 

標準化を視野に入れた研究開発を行います。タイにあるアジア太平洋電気通信共同体(APT)など国際
標準化機関との連携を積極的に推進します。 

国際共同研究、研究者交流、技術移転、教官派遣などについては、他機関と連携し国内外の施策制
度も広く活用し推進します。 

9:00 主催者挨拶 
独立行政法人情報通信研究機構理事長 長尾 真

9:10 開会の辞タイ科学技術省 ゴーン・ダバランシー大臣
総務省 麻生太郎大臣(竹田義行電波部長より)

9:30 来賓祝辞
タイ情報通信技術省 スラポン・スープウォンリー大臣
アジア・太平洋電気通信共同体（APT） アマレンドラ・ナラヤン事務局長
在タイ日本国大使館 高田稔久次席公使
タイ国家科学技術開発庁 パイラットタチャヤポン長官

10:30 アジア研究連携センターの成果
アジア研究連携センター長 吉本 繁壽

10:40 タイ自然言語ラボラトリーの研究成果
タイ自然言語ラボラトリー長 井佐原 均

11:05 無線通信ラボラトリーの研究成果
無線通信ラボラトリー長 藤瀬 雅行

11:30 情報通信研究機構の研究活動と実演

12:10 閉会挨拶
独立行政法人情報通信研究機構理事 寺崎 明

12:15 研究成果展示会

14:00 閉会



＜タイ自然言語ラボラトリーの概要＞

タイ自然言語ラボラトリーでは、アジア言語の解析・生成技術の研究を行っています。辞書やコーパス
などアジアの言語資源を開発しています。これらの活動を通して、近隣諸国との協力関係を確立し、ア
ジア圏の自然言語処理のための共同研究拠点となるとともに、デジタルデバイド解消のための機械翻
訳システムの研究開発を行っていきます。 
アジアの言語の研究を開始するにあたって、日本語と類似する特徴（語と語の間に空間を置かない）と
英語や中国語に近い構造（活用変化や助詞でなく、語の位置で意味関係を表す）を持つタイ語を研究
対象として選定しました。 

＜シンガポール無線通信ラボラトリーの概要＞

無線通信ラボラトリーは、ＩＴＳ技術で先行しているシンガポールのサイエンスパークIIにあるTeleTech 
Parkビルにあり、現地の国立研究機関IIR (Institute for Infocomm Research)や大学NTU (Nanyang 
Technological University) 及びアジア地域の他大学と連携し、高度道路交通システム(ITS)や新世代モ
バイル通信に関連する無線通信技術の研究開発を行っています。 
将来はシンガポールのみならずアジア地域の研究機関や大学、日本企業等と広く連携し、アジアの優
秀な研究者が集うラボラトリーとして成長していくことを目指しています。

＜これまでの主な活動＞

平成15年4月30日、タイ・サイエンスパークにおいて、タイ国のピニット科学技術大臣、スラポン情報技
術大臣、パイラット国家科学技術開発長官、日本から加藤総務副大臣、時野谷在タイ日本国大使館特
命全権大使等を招き、開所式を開催しました。 

平成15年12月17日～18日タイ国バンコクにおいて第1回国際ネットワーキング技術ワークショップを開
催しまし、14ヶ国87人が参加しました。 

平成16年3月ベトナム、マレーシア及びタイで地元機関と共催でアジア太平洋次世代移動通信セミナー
（AP-NeGeMo 2004）を開催しまし、3カ国417名が参加しました。 

平成16年3月26日、第25回国際バンコクモーターショーに併せて開催されたITSシンポジウムを支援し
ました。 

平成15年9月18日にNECTEC（タイ国家電子コンピュータ技術センター）と、平成16年3月25日にマレー
シア・マルチメディア大学（MMU）との間で、研究協力に関する包括的覚書を交換しました。 

平成15年3月6日、アジアオープンソースソフトウエアシンポジウムを開催（共催）しました。 

タイ自然言語ラボラトリーの年次研究報告会を、スラポン タイ国情報通信技術大臣などをお招きして、
平成16年4月8日に開催しました。 

無線通信ラボラトリーでは、シンガポールの情報通信研究所及びナンヤン工科大学との共同研究とし
て、高度道路交通システム（ITS）や新世代モバイルのための無線通信技術の要素技術について室内
実験設備を整備し、実験研究を進め、多くの成果を国際学会に発表しています。 

図1 NICTアジア研究連携センターの設置場所 



図2 NICTアジア研究連携センター及びタイ自然言語ラボラトリーが入ってい
るタイサイエンスパークの国家電子コンピュータ技術センター(NECTEC)ビル 

図3 無線通信ラボラトリーが入っているシンガポールサイエンスパークIIの
TeleTech Parkビル 


